
１０００問の質問応答事例から
機械学習により採点関数を作成

あなたの「知りたい！」を助けます

「なぜ」に答える質問応答システム

 

NAZEQA
－原因表現の自動獲得と機械学習に基づく理由検索－

•

 

ユーザの「なぜ？」という理由を尋ねる質

 

問に対して回答を出すシステム

•

 

昨年のシステムから大幅に精度を改善

•

 

新聞記事からだけではなく，ウェブ上の文

 

書からも検索可能
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Ａ：それは，ホタルの体内に発光細胞と反射細胞からできている発光組織があり，

 

発光細胞で作りだされた光は，反射細胞で増幅され表面に出され光るのです．

構成図

画面例

意味情報付き

 

コーパス

Ｑ：「なぜホタルは光るのか？」

原因表現の自動獲得
（約７００種）

文内の要素の意味関係

 

（原因→結果など）が

 

手動でタグ付けされた

 

文集合（約２０万文）

•答えをずばり検索できる

•欲しい情報をすぐに届けるようなサービス

 

の実現

•応用例：検索ポータルの付加価値，社内の

 

トラブルシューティング，ロボットの知識

 

源の自動獲得
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特徴量抽出

理由検索に適切な特徴量を導入す

 

ることで，昨年度から性能が改善
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